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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第38期

第１四半期連結
累計期間

第39期
第１四半期連結
累計期間

第38期

会計期間
自  平成22年4月1日
至  平成22年6月30日

自  平成23年4月1日
至  平成23年6月30日

自  平成22年4月1日
至  平成23年3月31日

売上高 (千円) 2,687,352 2,691,692 11,750,700

経常利益 (千円) 454,061 522,909 2,466,247

四半期(当期)純利益 (千円) 248,548 325,243 1,312,498

四半期包括利益又は包
括利益

(千円) △22,310 304,011 1,239,591

純資産額 (千円) 18,739,325 19,436,553 19,662,249

総資産額 (千円) 28,297,978 30,406,231 30,932,385

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 11.36 15.36 60.67

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 66.2 63.9 63.6

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 ２　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ４　第38期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。　

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第1四半期連結累計期間における我が国経済は、今年３月の東日本大震災により大きな打撃を被り、

電力供給の問題など懸念すべき問題も多く、日本経済の先行きは不透明感が強まり、情勢を見極めること

が困難な状況で推移しました。

　当社グループにおきましては、東日本大震災の損害は軽微だったものの、当社関連業界につきましては

建築現場の工期の遅れが発生し、当社の業績にも少なからず影響を及ぼしました。

　このようななか、当社グループは、お客様重視の営業活動を展開して新規需要先の開拓に注力するとと

もに、新規商品の開発やショールーム施設の充実など、業績向上に向けて取り組んでまいりました。

　この結果、当第1四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は2,691百万円（前年同四半期

比0.2％増）、営業利益は499百万円（同14.2％増）、経常利益は522百万円（同15.2％増）となり、四半期

純利益は325百万円（同30.9％増）となりました。

　なお、セグメント別では、建材関連事業の売上高は2,307百万円（同1.7％増）、また、ホームセンターへ

のガーデニング商品の卸売り販売であるHRB事業の売上高は383百万円（同8.0％減）となりました。

　

（2）資産負債の増減

当第1四半期連結会計期間末における資産総額は前連結会計年度末に比べ526百万円減少の30,406百

万円となり、また、負債総額は前連結会計年度末に比べ300百万円減少の10,969百万円となりました。純資

産は剰余金の処分や自己株式の取得により、前連結会計年度末に比べ225百万円減少の19,436百万円とな

り、この結果、自己資本比率は63.9％となりました。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

（4）研究開発活動

特記事項はありません。

　

（5）株式会社の支配に関する基本方針について

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 81,000,000

計 81,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年7月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,906,34626,906,346
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 26,906,34626,906,346 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年4月1日～
平成23年6月30日

― 26,906,346 ― 12,500,000 ― 2,230,972

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年6月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）　　普
通株式5,810,800

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式21,082,400210,824 ―

単元未満株式 普通株式13,146 ― ―

発行済株式総数 26,906,346 ― ―

総株主の議決権 ― 210,824 ―

(注) 「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式が6,440株含まれております。また、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数64個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年6月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　
株式会社アドヴァン

東京都渋谷区神宮前4丁目
32番14号

5,810,800 ― 5,810,80021.60

計 ― 5,810,800 ― 5,810,80021.60

　
　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズにより四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,075,997 6,139,918

受取手形及び売掛金 2,937,780 2,617,968

商品 1,946,255 1,935,789

仕掛品 2,679 560

その他 321,730 318,205

貸倒引当金 △36,530 △23,829

流動資産合計 12,247,913 10,988,613

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,363,548 5,655,301

土地 10,502,081 11,216,327

その他（純額） 598,454 371,006

有形固定資産合計 16,464,084 17,242,635

無形固定資産 218,193 216,607

投資その他の資産

投資有価証券 1,361,836 1,303,606

その他 606,284 622,859

貸倒引当金 △7,014 △7,014

投資その他の資産合計 1,961,106 1,919,451

固定資産合計 18,643,384 19,378,694

繰延資産

社債発行費 41,088 38,923

繰延資産合計 41,088 38,923

資産合計 30,932,385 30,406,231

負債の部

流動負債

買掛金 217,872 206,077

短期借入金 847,520 1,147,520

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

未払法人税等 802,628 178,828

賞与引当金 61,470 102,675

役員賞与引当金 31,730 －

その他 453,693 691,235

流動負債合計 2,514,914 2,426,335

固定負債

社債 5,700,000 5,700,000

長期借入金 3,009,980 2,798,100

役員退職慰労引当金 33,941 33,941

その他 11,300 11,300

固定負債合計 8,755,221 8,543,341

負債合計 11,270,136 10,969,677
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,500,000 12,500,000

資本剰余金 2,230,972 2,230,972

利益剰余金 9,824,815 9,725,080

自己株式 △4,814,751 △4,919,478

株主資本合計 19,741,037 19,536,575

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △50,346 △71,775

繰延ヘッジ損益 △28,441 △28,246

その他の包括利益累計額合計 △78,788 △100,021

純資産合計 19,662,249 19,436,553

負債純資産合計 30,932,385 30,406,231
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 2,687,352 2,691,692

売上原価 1,455,605 1,401,040

売上総利益 1,231,747 1,290,652

販売費及び一般管理費 794,572 791,227

営業利益 437,174 499,424

営業外収益

受取配当金 14,167 19,287

その他 52,357 48,406

営業外収益合計 66,525 67,693

営業外費用

支払利息 32,660 35,067

デリバティブ評価損 － 1,566

その他 16,978 7,573

営業外費用合計 49,638 44,208

経常利益 454,061 522,909

特別利益

固定資産売却益 184 －

投資有価証券売却益 43,995 －

特別利益合計 44,179 －

特別損失

固定資産処分損 27,171 36

投資有価証券売却損 2,734 1,800

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,888 －

特別損失合計 33,794 1,836

税金等調整前四半期純利益 464,445 521,072

法人税、住民税及び事業税 201,644 154,097

法人税等調整額 14,252 41,730

法人税等合計 215,896 195,828

少数株主損益調整前四半期純利益 248,548 325,243

少数株主利益 － －

四半期純利益 248,548 325,243
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 248,548 325,243

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △116,901 △21,428

繰延ヘッジ損益 △153,957 195

その他の包括利益合計 △270,859 △21,232

四半期包括利益 △22,310 304,011

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △22,310 304,011

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

　【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

 

　

　
　

EDINET提出書類

株式会社アドヴァン(E02826)

四半期報告書

11/16



　

【注記事項】

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 100,858千円 95,936千円

　 　 　

　

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年4月1日  至  平成22年6月30日)

　

1. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月29日
定時株主総会

普通株式 439,183 20平成22年3月31日 平成22年6月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年4月1日  至  平成23年6月30日)

　

1. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月29日
定時株主総会

普通株式 424,978 20平成23年3月31日 平成23年6月30日 利益剰余金

　
２．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22 年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

建材関連事
業

ＨＲＢ事業
不動産賃貸
事業

物流管理事
業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,270,164417,188 ― ― 2,687,352― 2,687,352

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 280,724116,934397,658△397,658 ―

計 2,270,164417,188280,724116,9343,085,011△397,6582,687,352

セグメント利益 380,33846,092150,14440,027616,603△179,428437,174

(注)1.セグメント利益の調整額△179,428千円には、セグメント間取引消去△25,482千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△153,946千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　２.セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

建材関連事
業

ＨＲＢ事業
不動産賃貸
事業

物流管理事
業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,307,865383,827 ― ― 2,691,692― 2,691,692

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 280,394102,094382,488△382,488 ―

計 2,307,865383,827280,394102,0943,074,180△382,4882,691,692

セグメント利益 478,75735,061129,35118,046661,216△161,792499,424

(注)1.セグメント利益の調整額△161,792千円には、セグメント間取引消去△6,339千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△155,452千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　２.セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11円36銭 15円36銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 248,548 325,243

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 248,548 325,243

普通株式の期中平均株式数(千株) 21,875 21,176

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

　  該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年7月26日

株式会社アドヴァン

取締役会  御中

　

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    木　間　久 幸    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    町　田　眞　友    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社アドヴァンの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23 年４月１日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドヴァン及び連結子会社の平成23
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績の状況を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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